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平成18年9月29日 

各  位 

 

会 社 名  小田急不動産株式会社 

代 表 者 名  取 締 役 社 長 荒 川  正 

コード番号  ８８３２  

問 合 せ 先  専務取締役 
経営企画本部長 山崎 健一 

（Ｔ Ｅ Ｌ ０３－３３７０－１１１０） 

当社の親会社 小田 急電 鉄株 式 会社 

代 表 者 名  取 締 役 社 長 大須賀賴彦 

コード番号  ９００７ 

 

 

中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成18年5月16日の決算発表時に公表した平成19年3月期中間期（平成18年4月1日～平成18年9月30

日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．個別業績予想（平成18年4月1日～平成18年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想(A) 

（平成18年5月16日発表） 
１０,２００ ２００ １６０ 

今 回 修 正 予 想(B) １０,３００ ９００ ５２０ 

増 減 額(B-A) １００ ７００ ３６０ 

増 減 率(％) １.０ ３５０.０ ２２５.０ 

前期（平成 18年 3月期中間期）実績 １１,９２０ ５１２ ２９８ 

 

 

２．連結業績予想（平成18年4月１日～平成18年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想(A) 

（平成18年5月16日発表） 
１２,４００ １１０ １００ 

今 回 修 正 予 想(B) １２,４００ ７４０ ４７０ 

増 減 額(B-A) ― ６３０ ３７０ 

増 減 率(％) ― ５７２.７ ３７０.０ 

前期（平成 18年 3月期中間期）実績 １４,０９０ ５７０ ３１３ 
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３．修正の理由 

 中間期における個別業績予想は、土地建物賃貸業における稼働率の向上および仲介斡旋業が順調に

推移したことならびに中間期に見込んでいた経費が抑えられたことなどにより、経常利益、中間純利

益は前回予想を上回る見込みとなりました。 

 また、連結業績予想につきましても、個別同様の要因により、経常利益および中間純利益が前回予

想を上回る見込みとなりました。 

なお、通期業績予想につきましては、中間決算発表時(11月7日予定)に発表いたします。 

 

以 上 

 
 

 
上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実

際の業績は今後の様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 

 
 


